
 

 

 

 現在の日本の政治の混乱や不手際や強引さは」、「江戸末期の混乱と同じような状態にある」と、経済評論家の藻谷さんが新聞紙上で述べられています。安倍内閣そして菅内閣は「傲慢、強権、脅し、無反省、国民無視、都合の

よい思い込み、批判にはでっち上げだと反論し、嘘は平気でつく、官僚の政治真実は黒塗りの文書でごまかし、・・・」その他言葉に尽くせないほどの悪行を続けているということを、どちらかと言うと内閣に親和性がある評論

家が述べられています。とりわけ、トリチウムに汚染された水を、海洋投棄するという行為に対しては、国民の同意を求めようとはしないし、漁民の今後の生活についても一顧だにしない（無視をして参考にもしないこと）とも

言うべき菅政権の態度に、坂本龍馬が活躍していた頃の混乱と同じという手厳しい評価がなされています。幕末の当時は「世直し」の時代であり、これからの日本に「世直し」ができる指導者が出てくれば良いとだれしも望んで

いるのかもしれません。但し注意するべきは、ドイツの最悪の指導者であるヒトラーの例が示すように、こんな時には意外と「狂気の独裁者」「悪魔」が政権を握ることがあります。今、世界中がそのようになりつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 06月 02日 第 35巻 12号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【上】この記事を書かれている藻谷さんは、自

民党や大企業の利益を守る立場にあるのです。

それでも我慢ができなくなったのでしょう。 

【上】各新聞紙の「投書欄」には、中学 3年

生の社会科で学ぶもので、人びとが考えてい

る事、いわゆる「世論」が書かれています。

もちろん選んだのは新聞社の記者なのです

が、広く一般の国民が考えている内容を新聞

に載せているのです。政治家は「世論」を大

切にしてほしいものです。尚、世論調査の数

値の結果がよく新聞などに載っていますが、

この調査の方法に問題があり（＝世論操作）、

上記の様な新聞記事の方がまともだと思って 

もよいと思います。 

誰でも投書ができますので、あなたも投書を 

しませんか？作文の練習にもなりますよ（笑）。 

【上】トリチウムの海洋投棄で、

「新たな放射能汚染が始まる」とい

う記事です。数十年後、あなた達は

トリチウムの「公害」に苦しんでい

るかもしれません。政府や企業が言

うことは必ずしも信じられないので

す。政府も企業も資本主義社会であ

る以上、個々の国民の幸せよりも、

「お金儲け」という考えを優先して

動いているからです。こんなことを

言うと「偏向教育」と批判されるか

もしれませんが、志成館の様な教育

こそが「本当のあるべき教育の姿」

＝「批判的な精神を持った次の時代

の主役を育てる教育」なのです。い 

つの日か志成館の考えていることが

わかる時が必ず来ます。 

【上】これもあまりに

も情けないことなので

すが、電力会社とい

う、日本を支えている

大企業が、こそこそと

話し合って、値段を吊

り上げている＝価格カ

ルテルを結んでいると

いう記事です。戦後ま

もなく「独占禁止法」

が出来、カルテルは日

本でも世界でも禁止さ

れています。現在アメ

リカではグーグルやア

ップルが「独占禁止法

違反」で訴えられてい

ます。中学 3年生は

「公民」で学年の終わ

りころに学びます。当

然入試にも出ます。 

【上】中学 3年生の社会科で「公民」分野を学

び、「基本的人権の尊重」という憲法の三大原

則の中で、新しい人権としての「プライバシー

の権利」と「知る権利」を学びます。そのこと

に関して安倍政権や菅政権では、自分の政治運

営に都合がよいように、憲法違反の法律をつく

ったり、法律を捻じ曲げて解釈して政治を行っ

ているという記事です。森館長がここ 10年く

らいの自民党政権の安倍や菅総理大臣を批判し

ている理由がわかりましたか。そうなのです、

「彼らは日本国の最高法規である日本国憲

法」平気で蹂躙（じゅうりん＝踏みにじる

こと）をしているからなのです。 

※今回のＡＳＳＥＴＳは 4月末の原稿です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下】【左】今やテレビはもちろん、新聞記事よりも信

頼されている「週刊文春」の最新号と、その中の「オリ

ンピックでの税金の無駄遣い」に関する記事です。この

週刊誌は「文春砲（ぶんしゅんほう=大砲くらいの威力

があるということ）」とよばれて、安倍政権や菅政権の

不正を追及し続け、日本の国家が正常な姿を実現できる

ように奮闘をしており、日本だけではなく、世界中で信

頼されています。本来は大手メディアである新聞社やテ

レビが果たすべき役割なのに、大資本に支配されている

（＝お金持ちである個人や企業が新聞社やテレビ局など

の株式を保有して会社の所有者になっていること）から

お金持ちや大企業が儲かるような放送しかできないの

で、もはや「真実」を語れないのです（泣）。全く駄目

であるということではありません。森が毎日新聞や朝日

新聞や西日本新聞を購読し世界やＮＥＷＳＷＥＥＫを購

読しているのは「真実」が多く載っているからです。 

【下】当然と言えば当然の結果なのですが、それでもそれなりに自民党に票が入っていること

に驚きを感じます。この国の人はまだお人好しでなおかつお金持ちなのでしょう。無駄にした

お金は、今後の後始末分を加えると 3兆円にもなります。志成館が支払う税金は毎年 600万円

以上です。まさに「血税=血が滲みでるようにして払った税金」の浪費です。（怒）。 

現代が学べる 志 成 館 

【右】本当の「世論」がどういうものであるか

は、右の様な選挙結果でわかります。自民党があ

まりにもひどいので、選挙で「全敗」しました。

このようにして時代は変わっていくのです。何し 

ろ「民主主義社会」はあなたたち一人一人の意見で

変化することが認められた社会なのですから。 

【上】東北大震災による放射能被害で他の場所に引っ越し

している人たちに、いじめをする人が多いという記事と受

け取ってください。小学生や中学生は親や大人の醜さをそ

のまま受け継いで、とても残酷な事をするのです。 東京

電力による放射能汚染の被害者が、別の場所に避難して

も、そこでも虐（いじ）められているのですからあまりに

も悲惨としか言いようがありません。（泣）。このような未

熟な小学生や中学生の人格的な欠陥は「真実を学ぶこと」 

によってしか克服できません。 


